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10 月 9 日（水）～ 11 日（金）に神戸市西区にある老ノ口農園へ保護者の方と一緒に

いもほり遠足へ出かけました。前日に雨の降った日もありましたが、当日は大きく天候

が崩れることはなく実施することができました。

慣れない場所で、少し混乱するお子様もいましたが、好きな玩具を用意したり、保護

者の方がいることで安心感に繋がり、すぐに気持ちを切り替えて、落ち着いて参加する

ことができていました。実際に、さつまいもを掘る場面では、スコップを使って頑張っ

て掘ったり、少し顔を出してきた、さつまいもを引っ張ったりして、各々ができる方法

で取り組み、お子様も保護者の方も笑顔でいもほりを楽しまれていました。

いもほり遠足では、さつまいもを掘るだけではなく、バッタや蝶々などの虫を捕まえ

たり、自然の中を走ったり、普段、家庭ではなかなかできないことをたくさん経験することができました。

今後も園内の療育にとどまらず、お子様の五感を刺激する自然体験などの機会を増やし、好奇心を育くむ療育

も行っていきたいと思います。（大向）

やっと秋らしくなってきましたね。お元気でお過ごしでしょうか？

　あおぞら園では、開設当初から子ども達が季節の変化を味わえるような取り組みをしてき

ました。その一つが「芋堀り遠足」です。

　当初は、私が以前勤めていた法人の近隣農家の方にお願いして、畑での芋ほりと収穫した

芋をその場で焼き芋にしてくださり、みんなで「フーフー」言いながら食べていました。

　子どもたちがドロドロになりながら尻もちをついての芋ほり。その後の焼き芋作りも子ど

もたちは不思議そうな表情で見守っていました。そして出来立ての甘いお芋を本当にうれしそうに食べていまし

た。今は、お世話になった方がお芋を植えなくなった為、公の芋ほり園に行っています。「できれば、地域の方

の畑でお芋堀が出来たらいいな。」と思っています。あおぞら園やゆりかご園の子ども達を知っていただき、応

援団がたくさん出来る事をいつも願っていますので･･･。

お子様の五感を刺激し、好奇心を育む療育！ ～いもほり遠足報告～
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お子様やご家族に関わる時間を確保する！ ～アプリ・システムの見本市～

10 月 17 日（木）10 月 18 日（金）と第一電子株式会社様の＂創業 70 周年記念フェア

& セミナー＂に行ってきました。

私たちの仕事は、お子様やそのご家族のサポートを丁寧かつ、時には課題解決に向けて

時間を惜しまず対応することが求められます。しかし、一方で書類の作成や整理に多くの

時間を要しているのが現状で本当に大切なことに時間を使えない現状です。

　今回、創業 70 周年記念フェア & セミナーに参加して、各企業が出展している便利なアプリやシステムを実際に

見たり、使ってみたりすることで、業務の効率化を図れるものが多くあることを知りました。このような情報は自

分たちで検索したり、足を運んで初めて知ることが出来ます。今後も支援の質を高めるために様々な情報にアンテ

ナを張り、当園に合ったシステムを導入することで、人的支援により時間をかけ、きめ細やかなサポートが出来る

ように努めたいと思います。（服部）

「やってみたい！」の成功体験を増やす療育！ ～きらきら芋ほり遊び報告～

きらきらでは、10 月末に園庭で芋ほり遊びを行いました。プランターに埋めた

疑似の芋を掘り出し、その後、厨房で用意した本物の芋を蒸かして食べました。

芋ほり遊びでは、芋が抜けた時に、嬉しそうに職員に見せてくれたり、親子で

「抜けたね」と気持ちを共感したり、みんなで楽しく掘ることが出来ました。自

分で掘ったりする等、様々な様子が見られました。

自分で芋を掘った経験をしたことで、普段は芋を食べることが難しいお子様が

芋を口にしてみたり、また食べることができるお子様も意欲的に芋を食べ進める

ことができていました。

今回の芋ほり遊びは、疑似体験になりますが、お子様が様々な成功体験をする

ことで、「やってみたい！」という気持ちを育み、好奇心に繋がっていくと感じ

ました。これからの行事もお子様の気持ちを大切にして一緒に楽しんでいきたい

と思います。（山出）

お父様同士で話せる機会づくり！！ ～きらきらパパの勉強会報告～

10 月 19 日（土）にきらきらの保護者対象にパパの勉強会・交流会を

開催しました。

　今回は、きらきら 1 部・2 部を利用され、地域の幼稚園を卒園後、小

学校の支援級に通われているお子様の先輩パパさんに講師をお願いしま

した。

指導員やお母様とは違う視点でご自身の経験をお話いただき、とても

貴重な時間となりました。意見交換の際には参加者のお子様の様子やご

夫婦のお話などいろいろなお話を聞かせていただきました。参加者から

のアンケートでは「本などで得る知識よりもすごく有意義であった」「中学生、高校生のお子さんをお持ちのお父

さんからも話を聞いてみたい」などの意見をいただきました。

今後もお父様向けの勉強会・交流会を開催し、普段のお子様の様子をお伝えしたり、お父様の悩みや心配ごとを

出せる場を設けていきたいと思います。（泉川）
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きらきらでは、10 月末に園庭で芋ほり遊びを行いました。プランターに埋めた

10 月 19 日（土）にきらきらの保護者対象にパパの勉強会・交流会を

子を愛する母に寄り添いながら ～カンボジアでの障害児支援の今～

　10 月 25 日（金）～ 29 日（火）まで飯塚施設長が代表を務める NPO 法人スロラニュ

プロジェクトのカンボジア現地活動に取り組んできました。活動内容は主に村に住

む障害のある子どもたちやそのご家族 12 組を対象とした障害児デイサービスの開催

と、2012 年に建設し、今も継続して支援しているスロラニュ小学校での運動会の開

催です。

障害児デイサービスでは、障害のある子どもを育てるお母様からよく「この子の病気（障害）は治りますか？」

と聞かれます。日本では「障害」は「個性」とし、様々な福祉サービスを受けることにより、その人らしい人生を

送る支援が構築されていますが、カンボジアでは決して「個性」と言い切れない現状です。

　しかし、日本とカンボジアで変わらないことは子を思う母の愛情です。先日、体が不自由だったお子様が入院中、

原因不明の理由で天国に逝きました。貧困家庭ということもあり、遺影も用意できないことから、お母様にお子様

の生前、元気だった時の写真を渡したときに大粒の涙を流されていました。これからも日本とカンボジア、子を愛

する母やそのご家族に寄り添ったサポートをしていきたいと強く思います。（服部）
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農園にて いもほりを楽しむ
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見せる きらきらのお子様

ドローン体験会の様子

親子に相談支援を行う飯塚園長


